
情報科における 
アクティブラーニングの授業実践 

―育成すべき資質・能力と 
情報科の在り方の議論を踏まえて―	

	
	

埼玉県立川越南高等学校	
春日井　優	
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前置き	
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今回のフォーラムの依頼	

次期学習指導要領につながる	
あるいは、意識した教育実践	
	

であるとありがたい	
	

あえてアクティブ・ラーニング	
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最近の校内での依頼	

• 生物基礎	
　　「生物の多様性の保存」についての	
　　　　　　　　　　　　　プレゼンテーション	
・保健	
　　「健康に関すること」の新聞作成	
	
をさせたいので、コンピュータ室を使いたい	
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情報科の実践報告	

「職業希望について」の	
　　　　　　　　　　　プレゼンテーション	
	

「修学旅行事前学習」の	
　　　　　　　　　　　プレゼンテーション	
	
なども、いまだに根強い	
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情報科としてのオリジナルは？	

進路に関わること？	
行事との連携？	
	
→　ということならば、	
　　総合的な学習の時間でいいのでは？	
	
→　情報科不要論	
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情報活用能力	

• 各教科で	
　育成するもの	
収集・判断・表現・	
処理・創造・発信・伝達	
	
	
さまざまな活用があって	
「科学的な理解」が成立	

国語	 社会	 数学	 理科	

……	 ……	 総合	
学習	

情報科	
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主な内容	

• 育成すべき資質・能力	
• アクティブラーニングに求められる要件	
• 情報科固有の学習	
• 授業実践の紹介	
• 今後の授業づくりの提案	
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育成すべき資質・能力	
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育成すべき資質・能力	

• 教育基本法	
•  「生きる力」の理念	
•  「基礎的・汎用的能力」「課題探究能力」	
　「学士力」「社会人基礎力」　	
　　　　　　　　　などこれまで提言された資質・能力	
•  「キー・コンピテンシー」「21世紀型スキル」	
　　　　　　などの諸外国における教育改革の潮流	

（育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会―論点整理―(2014)）	10	



育成すべき資質・能力と 
教育目標・内容の構造	

• 教科を横断する、認知的・社会的・情意的な　　　　　　　
汎用的なスキル（コンピテンシー）に関わるもの	
• 問題解決・論理的思考・コミュニケーション、チームワークなど	
•  メタ認知	

• 教科の本質に関わるもの	
• 教科における包括的な「本質的な問い」	
• 転移可能な概念やスキル、処理に関わる複雑なプロセス等	

• 教科等の固有の知識・個別スキルに関わるもの	

（育成すべき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の在り方に関する検討会―論点整理―(2014)）	11	



資質・能力の要素（３つの柱）	

•  「何を知っているか、何ができるか	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（個別の知識・技能）」	

	
•  「知っていること・できることをどう使うか	

（思考力・判断力・表現力等）」	
	

•  「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか	
（学びに向かう力、人間性等）」	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	
12	



（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	13	



情報科における３つの柱	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	
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情報科における３つの柱	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	

科学的な理解	 実践力	 参画する態度	
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これまでの情報活用能力	

実践力	

参画する態度	科学的な理解	

16	



これまでの情報活用能力？	

実践力	
	

	

	
	

	

	

	
	

参画する態度	

　　 	
	

　 	
	

	
科学的な理解	
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これからの情報活用能力	

科学的な理解	 実践力	 参画する態度	
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アクティブ・ラーニングに 
求められる要件	
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これからの情報活用能力	

科学的な理解	 実践力	 参画する態度	
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（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	21	



言語活動・アクティブ・ラーニング	
ジグソー法・学び合い……	
	
いろいろな活動の紹介があるが…	
	
「活動あって学びなしには	
　　　　　　　　　　　　ならないように」	
「活動主義になってはいけない」	

22	



現行の学習指導要領 
言語活動の充実	

要件	
① 情報科の学習活動を行うこと	
② 言語活動を行うこと	
③ 評価活動を行うこと	
④ 状況によりＩＣＴを有効に活用すること	

（春日井・森本・宮寺　：　情報科における言語活動モデルの開発(2012)）	23	



情報科における 
言語活動概念モデル	

（春日井・森本・宮寺　：　情報科における言語活動モデルの開発(2012)）	

評価する活動	情報科の学習活動	

①要約	
　　　する	

②説明	
　　　する	

③論述	
　　　する	

④討論	
　　　する	

ICTの有効活用	

実践する言語活動	
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同様に 
アクティブラーニングモデルは	

評価する活動	情報科の学習活動	

言語活動　→　アクティブ・ラーニング	

ICTの有効活用	
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アクティブ・ラーニングだけが 
すべてではない	

26	 （文部科学省　教育の情報化ビジョン(2011)）	



アクティブ・ラーニングだけが 
すべてではない	

27	 （文部科学省　教育の情報化ビジョン(2011)）	

さまざまな活動を組み合わせた授業デザイン	



情報科固有の学習	
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（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	29	



（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	30	



情報科固有の学習	

• 情報の科学的な理解に裏打ちされた	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報活用能力	
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情報学に固有の知識体系	

ア　情報一般の原理	
イ　コンピュータで処理される情報の原理	
ウ　情報を扱う機械および機構を設計し　　　　　　　
実現するための技術	

エ　情報を扱う人間と社会に関する理解	
オ　社会において情報を扱うシステムを構築し　　　
活用するための技術・制度・組織	

（萩谷　：　情報学を定義する―情報学分野の参照基準(2014)）	32	



情報科学技術ロールケーキ	

• コアは「デジタル化」と「プログラム化」	

（21世紀の科学技術リテラシー像―豊かに生きるための智―プロジェクト(2008)）	33	



授業実践の紹介	
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授業実践１	

課題「情報をディジタル化することによる	
　　　　利点・問題点を具体的に論述しなさい」	
	
情報のディジタル化について説明（一斉授業）	
（数値・文字・画像・音声・動画）	
　　　　　　↓	
利点・問題点の論述	
　　　　　　↓	
相互評価（コメントによる）	
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生徒が論述した利点（一部）	

• インターネットによる通信ができるため、本や音楽など
の購入が容易になる	

• 計算により顔認証などの技術が向上し、ロックを解除
できなくて、情報セキュリティが向上し、被害を減らすこ
とができる	

• 文字の大きさを変更するなどの処理がしやすいため、
タブレットのようなピンチイン・ピンチアウトの操作で拡
大・縮小ができたり、文章を読み上げることができる
（視力が弱い人にとって便利）	
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生徒が論述した問題点（一部）	

• 複製が簡単にできるので、著作権の問題が多く起
きるようになった	

• 複製やリツイートが簡単にできるため、真偽がわ
からない情報でもあっという間に世界中に広まる
可能性がある	

• 画像の加工が簡単にできるため、自分が行ったこ
とがない場所での写真や、ありえないことの偽造
が簡単にできる	
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生徒の感想	

• デジタル化の特徴に関心が持て、利点や問題点もよく
理解することができたと思います。	

• 一見便利なことだらけと思ってしまうデジタル技術も、
得意でないことがたくさんあることを思い知りました。	

• 身近にデジタル化されたものがたくさんあることがわ
かりました。私たちはとても便利に使っていて、たくさん
の利点があります。でも、その利点の裏には問題点が
たくさんあることもわかりました。	
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論述問題の効果	

• 情報のデジタル化について理解が必要である	

• 情報のデジタル化という「しくみ」の話が、実社会に
おける諸現象と結びついていることを考えることが
できる	

• 情報モラルが道徳の問題だけではなく、情報技術
と密接に関係する問題であることを理解すること
ができる	
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中教審教育課程特別部会 
５月２５日配布資料	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　第８回配布資料(2015)）	40	



中教審教育課程特別部会 
８月２６日論点整理（報告）	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　論点整理(2015)）	41	



ここが消えた	

（中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程企画特別部会　第８回配布資料(2015)）	42	



情報モラルの扱い	

	

情報の科学的な理解に裏打ちされた情報モラル	
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科学的な理解	 実践力	 参画する態度	



授業実践２	

課題「シミュレーションにより数的な検討を	
　　要するテーマについて問題解決をしなさい」	
	

モデル化とシミュレーション（一斉授業）	
（時間変化・確率的な事象・待ち行列など）	
　　　　　　↓	
グループでの問題解決、振り返りシート記入	
プレゼンテーション	
　　　　　　↓	
相互評価・振り返りシートによる自己評価	44	



授業展開	
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一斉学習（10時間）	

理解を深め、技能を　
身に付ける	

グループ学習（4時間）	

グループで問題解決を
行い、発表資料を作る	

発表（1～２時間）	

グループで考えたことを
発表する	



• 身近なもの	
• 切符と回数券と定期券を、どう使い分けるか	
• 席替えを何回すると友達と隣同士になるのはどれくらいか	
• ホームルームの時間に増え鬼をしたとき、最初の鬼を　　　
何人にするとちょうどよい時間で終わるか	
• 回転寿司のカウンター席でマグロが回ってくるためには、　
マグロは何皿あると十分か	

• 社会的なもの	
• 年金受給開始年齢と受取金額の関係を調べる	
• 外国人観光客数をもとにディズニーの来園者数を予測する	
• 感染症の流行を食い止めるには、どのくらいの薬を生産す
ればよいか	

問題解決のテーマ	
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感染症の流行とワクチン投与の 
シミュレーション	
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考えるための道具としてのICT	

• パラメータを変えることによる比較	
• トライ・アンド・エラー	
• 自分たちで作ったツールに対する愛着により　　　
主体的に活用	

ツールを作ること	
ツールを使うこと	
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勉強というより	
楽しみながら試すことができる「おもちゃ」	

ICTは特別なものではなく、	
日常使いできる環境になってほしい（どの教科でも）	



アクティブ・ラーニングにより 
問題解決を行うことで	
　モデル化　　　　　　　　　　　　社会との	
　計算の自動化　　　　　　　　　　　　関わり	
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科学的な理解	 実践力	 参画する態度	



文理や進路を 
必要な情報活用能力	

• 文理の別や卒業後の進路を問わず	
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授業の効果 
（振り返りシートより）	
• シミュレーションは色んなことに使えるのだと思った	
• 学習前には曖昧だった部分も、もう一度復習するこ
とによって少し自信がつきました	
• パソコンに対する苦手意識を消すことができた	
• チームプレイが重要だなと思いました。しっかり会話
して、構想を練ることができたと思います	
• 人に何かを教えることの大変さを学びました	
• 自分たちでプレゼンの原稿を使って人前で発表して
みて、準備して発表して達成感が大きくて良かった	
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２１世紀型スキルにつながる 
アクティブ・ラーニングの効果	
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創造性と　	
イノベーション	

コミュニ	
ケーション	

シチズン	
シップ	

批判的思考	
問題解決	
意思決定	

コラボレーション	
(チームワーク)	

情報	
リテラシー	

人生と	
キャリア発達	

学び方の学習	
メタ認知	

ICT	
リテラシー	

個人の責任と
社会的責任	

（グリフィン・マクゴー・ケア、三宅監訳　：　２１世紀型スキル　学びと評価の新たなかたち(2014)）	

思考の方法	

働く方法	

働くためのツール	

世界の中で生きる	



授業づくりの提案	
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授業づくりに向けての提案	

科学的な理解	 実践力	 参画する態度	
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これまで「社会と情報」の学校は	
	
	
	
これまで「情報の科学」の学校は	
	

「参画する態度」の根拠として「科学的な理解」をもたせる	

「科学的な理解」をもとに思考し「参画する態度」につなげる	



まとめ	

• 育成すべき資質・能力	
• 資質・能力の要素（３つの柱）	

• アクティブラーニングに求められる要件	
• 情報科の学習活動・評価活動・ICTの活用との組合せ	

• 情報科固有の学習	
• ディジタル化　と　計算の自動化	

• 授業実践の紹介	
• ディジタル化の利点と問題点	
• シミュレーションを用いた問題解決	

• 今後の授業づくりへの提案	
• 科学的な理解　と　参画する態度　の橋渡し	
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